
 
 

 
〔道路メンテナンス年報〕 

青森の道路メンテナンス概要 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ０ ２ ４ 年 １ 月 

青森県道路メンテナンス会議 



 
まえがき 

青森県内の国道や高速道路、県道（有料道路含む）、市町村道の道路延長は約 20,200

ｋｍにおよび、その中には約 7,000 橋の橋梁、約 60 箇所のトンネル、約 350 施設の

道路附属物等があります。また、その道路構造物の多くが高度経済成長期に建設され、

建設後 50 年を経過した道路施設の老朽化は急速に進行している状況です。 

 建設後 50 年を経過した橋梁は、2023 年 3 月末時点で約 1,600 橋、全体の 31％であ

り、20 年後には 78％の約 4,000 橋まで増加するため、老朽化対策の課題に早期に取

り組むことが求められています。 

 このような状況の中、道路施設のメンテナンスサイクルの構築に向け 2014 年度か

ら定期点検が義務化され、2018 年度までの 5年間（1巡目）で、各道路管理者により

計画的に点検が実施されたところです。引き続き、2 巡目の点検を計画的に進めると

ともに、点検結果を踏まえ個別施設ごとの長寿命化修繕計画を策定しながら補修・修

繕等を進めていくこととしています。 

 「青森県道路メンテナンス会議」は、県内の道路管理者が連携しながら道路インフ

ラの予防保全や老朽化対策の体制強化を図るため 2014 年度に設立しました。これま

でに道路施設の定期点検計画の策定や点検研修、修繕工事の現場見学会等を実施し、

市町村への技術支援に取り組んできたところです。今後も引き続き、老朽化対策の着

実な推進に向け新技術を活用するなど、点検結果を踏まえた補修・修繕等を継続的に

実施していきます。 

 「青森の道路メンテナンス概要」は、青森県道路メンテナンス会議の取り組みの一

環として、県内の道路施設の老朽化の実態やメンテナンスの取り組みについてとりま

とめ、県民や道路利用者に情報発信するとともに、今後の措置方針立案に繋げていく

ものです。 

 

 

青森県道路メンテナンス会議 会長 

（青森河川国道事務所長） 山田 拓也 
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